
1．1　システムフロー

　当社が提案している流動床式熱分解ガス化溶融システ
ムの概略フローを第 1図に示す。本システムは，
　①

稼動実績が多い信頼性の高い機器で構成されている。
　②システムの構成がシンプルである。
ことが特長である。
　熱分解ガス化炉としては，都市ごみ焼却炉で実績の多
い流動床炉をもちいている。ごみを一次空気比 0.3～0.6
の条件で部分燃焼させ，砂層温度を 500～600℃に維持し
て低温熱分解をおこなう。燃焼溶融炉としては，下水汚
泥焼却灰の溶融で実績を有する縦型旋回流式溶融炉をも
ちいている。熱分解ガス化炉で発生した熱分解ガスとダ
ストを燃焼溶融炉に導き，全体空気比約1.3の条件下で熱
分解ガスおよびダスト中の可燃分を燃焼させる。燃焼溶
融炉ではごみの保有熱量を有効に活用することにより，
1 200℃以上の高温燃焼を実現し，灰分を溶融してスラグ
として分離するとともに高いダイオキシン類分解率をえ
ることができる。

1．2　主要機器の特長

1．2．1　流動床式熱分解ガス化炉

　熱分解ガス化炉は，炉本体は円筒型，炉床部はすり鉢
状構造としており，中心部に不燃物排出口が設置されて
いる流動床炉である。
　熱分解ガス化炉では一次空気比を 0.3～0.6 に制限して

plant was carried out for seven months. In 
this paper, the following experimental results related to the n



スラグ分離部・スラグ排出部・二次燃焼部で構成され，
耐火物保護のため一部を水冷構造としている。








